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２０１０年　２月６日　　　　作成責任及び文責　古畑　等


　　　　　　　　　　　　　




















シャンテ担当者古畑　等から：皆さんの原稿をお願いします。新入団等、未投稿の方は積極的にお願いします。下記のメルアドで古畑までご投稿していだだけます。１００６ｆｍｈｉｙ＠ｊｃｍｏ．ｚａｑ．ｎｅ．ｊｐ　　


※団ホームページ　団員専用コーナーへは次のID番号でお入りください。　→　※※※※※





























　ハッピーバースディ！さて、だれのお誕生日でしょう。１５歳になったのです。そう、当団結成１５年目です。平成７年に当団が結成されたのが２月と記録されています。それから１５年の歳月が流れました。「今生まれたばかりの川」が次第に水を集めて山を流れくだり、ダムを越え、河童と戯れ？大きな立派な河に成長してきました。団結成当初からの団員の皆様、本当にありがとう。お疲れさまでした。その方がたと貞松先生始め指導者の先生方のたゆまぬご努力、次々に加入して来られた団員の皆さんの協力の結果が今の団です。その上にすばらしい二回の東京混声合唱団との合同ステージ（岡団長と役員の皆さんのご尽力に改めて感謝！）と、それに関わっての山田和樹先生、山田茂先生のご指導で、実力が一段と高まったと思っています。これからはさらにいい音楽で演奏会を充実させ、個性豊かな合唱団になれればいいですね。新たな１５年の幕開け。楽しく歌い続けていきましょう！





団員投稿


本年も宜しく御願いいたします。


今年の定期演奏会で“筑後川”を歌えるとて、ベースを始め皆さん意欲満々のようですね。なかでも稗島さんは熊本の出身だそうで、“筑後川”は地元の川（三隈川）で懐かしいとのこと、力が入りそうです。この事に感じまして小生も“筑後川”のことをもっと知り、よりもっと好きな曲に昇格させたいとの思いで、ちょっと調べてみましたので、皆さんも見ていただきたい。曾て坂東さんがこの曲「フィナーレ」を歌った舞台で、涙がこみ上げてきて困ったと、私も最近独練で同じ現象になりますね・・・でも皆さんがより好きになりすぎて、舞台で泣いたらどうなりますかね。“筑後川”は流路延長１４３㎞の九州地方最大の河川であります。流域面積は２８６０平方㎞の規模で、ここに「筑後平野の１００万の・・・」が住むわけですね。利根川・吉野川（四国）と共に日本３大暴れ川の１つと言われています。別名「筑紫次郎」と呼ばれるそうです。上流部では田野原川・杖立川・三隈川とも呼ばれています。“みなかみ”は三隈川を歌ったのでしょうかね？上流部は繰り返された阿蘇山の噴火で流出した溶岩や安山岩など、火山礫・火山灰の堆積で地層が複雑に形成されています。「溶岩の寝床で・・・」に表れていますね。


筑後川四堰：１７世紀後半から１８世紀にかけて筑後川四堰と呼ばれる固定堰が相次いで建設されました。出来た順では山田堰・大石堰・袋野堰・恵利堰の４つを指します。さあ「ダムにて」はどのダムを歌ったのでしょうかね、気になります。まあこの辺にしておきましょう、この資料は２７ページもあるのですから、最後まで付き合っていられません。歌い込んで「フィナーレ」の所で、こみ上げてくるものが有れば、もう本物でしょうね・・・ではこの辺で　Ｂ　上田喜一でした。　　（とても勉強になりました。上田さんありがとうございます）











１月９日（土）ＶＴ和田先生。ジラーレの練習を中心に発声練習。響き方を感じながらオクターブの差異をつけて繰り返し練習しました。


曲の練習は、筑後川４曲目「川の祭」を前半はパート練習、後半はアンサンブルにて練習。終了間際に終曲「河口」と１曲目を少々合唱。


１月１６日（土）


　竹岸先生のＶＴ。Ｚ――と、唇先のＢＲＲＲＲ―を繰り返して、鼻の奥、副鼻腔を広げつつ、臍下丹田からの筒状の空気の通り道を作る発声練習。


　曲の練習はついに「アニメ」。まず「さんぽ」からパート練習、それからアンサンブル。テナーの「ンパ、ンパ、ンパ」を何度もやりました。苦手な後打ちと３連譜。がんばりました。「筑後川」は、「Ⅳ川の祭」○万匹の河童よさわげと活舌が大変だ。「Ⅴ河口」。ＦＦＦで歌い終わるとすっきりした。


１月３０日（土）ＶＴ和田先生。少年少女合唱団から高校一年生の宮本駿さん（ベース）が入団。


練習曲はアニメ「いつも何度でも」「めぐる季節」「やさしさに包まれたなら」をパート練習とアンサンブル練習にて。











赤鉛筆：１０月１８日の東京混声と当団共演の記録ディスクを聴いて。


　年末の最終練習（忘年会）で頂いた記録ディスクを何度も再生して聴きました。「なるほど」と思ったのは、プロ合唱団は歌詞が極めて明瞭に伝わってくることです。どんなにＰＰで静かでもはっきり歌詞が聞こえます。当団もきれいに歌えると思いますが、東混の歌い方からもっと学びたいと思いました。①まずは、活舌と響き。あいうえおと子音がきれいに出ること。②テンポ（曲の速さ遅さ）とリズムが全員ぴたりとシンクロナイズしていること。この２点がさすがに東混はすばらしいと思います。ＣＤの音だけ聴いていては分からないですが、生演奏に触れ、映像で歌い手の口元を見ていてそういうテクニックに気づきました。





とんだばやし混声合唱団は、２月２５日で結成十五年となります。これからもずっと楽しい仲間とともにこの地でコーラスを楽しみたいですね。








